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平成30年度 図画工作科実践・研究計画

部 員 ○進藤亨，佐々木恵

研究テーマ

表したいことの見通しをもち，

表したいイメージに近づくように表現を工夫する子どもを育む学び

１ 研究テーマについて

図画工作科の特質は，自分が表したいイメー

ジを形や色などで表すことである。

こうした特質をふまえ，本校の図工部では図

画工作科での「自律した学習者」の姿を自分が

表したいことを自覚し，表し方を自覚して表現

に取り組む姿であると考える。これらを自覚す

ることで，自分の学びを意図的に行うことが可

能になる。人に示されるのではなく，自分の内

面からわき上がってくる表したいことをもった

り，自分の表したいことに近づくように材料や

表し方を選択したりすることができるものと考

表したいこと える。

また，図画工作科における「学びをつなぐ」

とは，前に学習した考え方を用いて表したいこ

とを思い付いたり，習得した表し方を自分の表

したいことに合わせて意図的に取り入れたりす

ることである。

省 材料 試 表したいことは，感じたことや想像したこ

鑑賞 と，見たこと，伝えたいこと，形や色の見立

用具 て，材料の特性など様々なことからもつものと

考える。すなわち，これまでの生活経験や学ん

察 す だことを関連させながら，自分が表したいこと

をつくるのであるが，表したいことが思い付か

なかったり，はっきりともつことができなかっ

表し方 たりする子どもが見られる。また，多くの子ど

｢仲間との もは，自覚してつくっている訳ではない。

対話｣ そこで，まず，これまでの学びをつなぎ，表

したいことの見通しをもつことを重視する。そ

して，表したいことをこれまでに学んだ表現方

法，材料や用具の特性などを活用してどのよう

に表現するかに発展させていく。

表 現 これらのことから，図画工作科における「学

びをつなぎ，資質・能力を高めていく子どもの

意味付け・価値付け 姿」を次のようにとらえる。

・ これまでの生活経験や学んだことを想起し，自分の表したいことの見通しをもっ

たり，表し方を考えたりする姿

・ 表したいイメージに近づくように，これまで学んだ表し方を生かしたり，試す・

省察を繰り返しながら新たな表し方を見付けたりする姿。
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・ 友達と表し方を見合ったり，話し合ったりしながら，見方や感じ方を広げ深めて
いる姿。

２ 研究の重点

(1) 表したいことの見通しをもつための手立ての工夫

表したいことをもつことで，どのように表せばよいのかという問いが生まれ，表

したいことに合った形や色などを見出すための試行錯誤が活性化される。そして，

表現することで，表したいことがより確かなものになったり深まったりしていく。

ときには，表したいことが変わっていくこともある。表したいことと表現が相互に

関連しながら高まっていくのである。何を表せばよいのかをもっていなければ，意

図的な表現は生まれず，自分の考えや表現を意識化することもない。

そこで，鑑賞，造形遊び，イメージマップづくり，試しの活動，「対話」の場な

ど様々な手立てを用いながら，それらをどのように題材構成に位置付け，どのよう

な手立てが一人一人が表したいことの見通しをもつ際に，有効に働くのかを探って

いきたい。

(2) イメージや形や色などに着目した「見方・考え方」を働かせた省察の在り方を

探る

図画工作科の学びにおいて，表したいことを考えるとき，表したいイメージに近

づくような表現を考えるとき，作品づくりに納得しこれまでの学びをふり返るとき

に自ら問いを発するものと考える。その際に，教科の特質として，イメージ，形や

色，線，構成などの「見方・考え方」を働かせて省察することで，課題意識をはっ

きりとさせたり，どのように表現しようかと思考したり，学びの成果や課題に気付

いたり，自分の内面に気付いたりするなど様々なことが生じる。その結果，資質・

能力が高まり，よりよい次の学びにつながっていくものと考える。また，友達との

かかわりによって，自分では気付かなかった一面を認識したり，友達や教師に認め

られることで自己有用感なども感じられるようになるであろう。

そこで，気付きやアイデアを記録するミニスケッチブックのポートフォリオ的な

活用，デジタルカメラやタブレットの活用，相互鑑賞の場の設定，学習シートなど

を手立てとし，個に応じて自分の学びを実感できる省察の在り方を探っていく。

３ 研究・研修計画

時期 主な研究・研修行事 研究・研修内容

１学期 ・教科部会 ・実践・研究計画の立案

・附属中学校公開研究協議会（6/1） ・授業を通して重点事項の検証

・附属小学校公開研究協議会（6/8） ・授業づくり，授業力向上

提案授業(進藤：6Ａ ,佐々木：1Ｃ)
・全国造形教育研究大会秋田大会

２学期 ・研究紀要原稿執筆 ・実践・研究のまとめ

・教科部会 ・授業づくり，授業力向上

３学期 ・教科部会 ・授業づくり，授業力向上

・部内研究会 ・研究の方向性の確認

・実践・研究計画の立案

通年：年間指導計画及び資質・能力表の加除・修正
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